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研究成果の概要（和文）：本研究では「文字生活史」記述の一環として、『小野篁歌字尽』の総合的研究をおこ
なった。具体的には、『小野篁歌字尽』の資料性の整理と漢字分析（①）、そしてその展開資料の整理（②）を
おこない、成果報告書『小野篁歌字尽とその展開』（20024.3、私家版）を刊行した。①では、石川謙
1972）、山田忠雄（1969）の分類を基に、判型・項目の形式・項目数・頭書附録等によって、『小野篁歌字尽』
諸本の整理分類をおこない、また、掲出字一覧と字体一覧を作成、掲出字の総体を提示した。②では、展開資料
を整理し、一覧を提示するとともに、代表的な資料として『小野〓[竹冠に愚]嘘字尽』の諸本と展開資料を整理
した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted a comprehensive study of “Ono no Takamura 
Utajidukushi” as part of the “History of Literary Life” project. Specifically, we organized the 
materiality of “Ono no Takamura utajidukushi” and analyzed its kanji characters (1), and then 
organized its development (2), and published a report on the results, “Ono no Takamura utajidukushi
 to sono Tenkai” (private edition). In section (1), based on the classification by Ishikawa Ken 
(1972) and Yamada Tadao (1969), we organized and classified the “Ono no Takamura Uta jidukushi” 
books according to size, item type, number of items, headnote appendix, etc. We also prepared a list
 of characters used in the poem and a list of character styles to present a general overview of 
characters used in the poem. In section (2), we have organized and presented a list of the 
development materials, and also organized the various books and development materials of “Ono ga 
Bakamura Usojidukushi” as representative materials.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって、現在時点での『小野篁歌字尽』の全体像を把握し提示できたことは、「文字生活史」記述のた
めの１頁として貴重な資料として有効であるとともに、その書誌情報は、日本語研究のみならず、往来物研究、
近世文学研究、近世出版研究においても貴重な基礎資料となるものである。成果報告書として刊行した『小野篁
歌字尽とその展開』に資料として、収めた字体一覧、掲出字一覧、『うそ字拾遺』字体表は、『小野篁歌字尽』
の漢字研究の基礎資料でもあり、「言語生活史」研究の記述方法の、ひとつのケーススタディーとして、一定の
指針となるものと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
『小野篁歌字尽』は、17～19世紀を通じてひろく流布した漢字を歌で覚えるように工夫され

た往来物のひとつである。石川謙『日本教科書大系』、山田忠雄『『小野篁歌字尽』書誌』、小泉

吉永「往来物倶楽部」などによって、その版種は 200を超えると思われる。それぞれの異版は、

漢字の字体意識を考える上で興味深いものがある。たとえば、「杉」字は原形本では木篇に「久

しきはすぎ」と、「木篇に久」の形であらわれるが、流布本の中には「彡はすぎ」と「杉」のか

たちであらわれるものもある。また、「悪」は諸本「西に心」であらわれるが、いくつかの本の

付録にある「歌字尽正誤」では、これを間違いと指摘する。このように、本書が字体意識を考え

る上で有効であることは、拙稿「『小野篁歌字尽』覚書」（帝塚山学院大学研究論集26集、1991.12）、

佐藤栄作「草の字体へ」（論集Ⅵ アクセント史研究会、2010.11）などの指摘するところである。

ただし、石川、山田の研究以降、諸版の整理さえまだ十全には行われておらず、その全体像は把

握しきれていなのが現状であった。 

また、『小野篁歌字尽』とその影響下に成立した資料群は、文字資料を「文字生活史」として

とらえる上で、きわめて有効な資料群であるといえる。本書のパロディーである恋川春町『廓〓

[竹冠に愚]費字尽』、式亭三馬『小野〓[竹冠に愚]譃字尽』は『小野篁歌字尽』の方法をふまえて

新たな漢字を生成している。そこからは当時の人々の漢字の構造に対する意識がうかがわれる。

曲亭馬琴『無筆節用似字尽』は漢字を絵に見立てたもので、当時の人々が思い描いた、漢字の形

に対する絵との共通点がうかがわれ、それは葛飾北斎の絵手本である『己癡群夢多字画尽』に通

じる。このように、これまで多くの資料が紹介されてきていたが、それを『小野篁歌字尽』の展

開資料としてその全体像を把握することは行われてこなかった。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、『小野篁歌字尽』とその展開資料の総合的研究をおこなうことである。おも

に、三つの目標がある。一番目は、『小野篁歌字尽』自体の資料性の整理である。本書は 17～19

世紀を通じてひろく流布した漢字を歌で覚えるように工夫された往来物のひとつであるが、石

川謙、山田忠雄、小泉吉永らの研究によって、その版種は 200を超えると思われる。まず、それ

ら諸本の整理を行う。申請者はすでに口頭発表「韓国中央図書館蔵『小野篁歌字尽』と慶長版『和

玉篇』」（第 115回国語語彙史研究会、2017.4.22、同志社大学）の中で、大型本の諸本について、

一面の行数、付録の有無、歌文の異同などによる整理案を提示しているが、中型本、小型本、横

本を含くめ全体の整理を行う。そして、漢字、訓の作成、字形一覧、本文異同一覧を示して、資

料としての活用環境の整備をはかる。二番目は『小野篁歌字尽』の影響下になった資料群の総覧

を提示し、主なものに対する資料としての活用環境を整える。具体的には、『廓〓[竹冠に愚]費字

尽』『小野〓[竹冠に愚]譃字尽』『無筆節用似字尽』『己癡群夢多字画尽』を取り上げて、その注解

をおこなう。三番目に、『小野篁歌字尽』の系譜を、①歌で字を覚える方法の継承、②新たな漢

字を創出する方向への継承、③文字を絵画化するパロディーの方法、④『小野篁歌字尽』の項目

を題材としてあらたな作品を創出する方法、の四つの流れの中において、それぞれの作品がどの

ような相関性をもつのかをさぐる。これらの総体を「総合的研究」として提示する。 
 
 
３．研究の方法 
①『小野篁歌字尽』自体の資料性の整理 



まず、『小野篁歌字尽』の全体像を把握するために、石川謙『日本教科書大系』、山田忠雄『『小
野篁歌字尽』書誌』、小泉吉永「往来物倶楽部」の研究を基にして『小野篁歌字尽』目録を作成
する。さらに、字体資料として『小野篁歌字尽』を利用するために、『小野篁歌字尽』の掲出字
一覧と字体一覧の資料を作成する。 
②『小野篁歌字尽』の展開資料 
 『小野篁歌字尽』の影響下になった資料群の総覧を作成して提示する。とくに、「歌字尽」の
書名を手掛かりとして、さまざまの展開のあり方を資料の実態に即して記述する。 
③『小野篁歌字尽』の系譜 
 『小野篁歌字尽』の系譜を①歌で字を覚える方法の継承、②新たな漢字を創出する方向への継
承、③文字を絵画化するパロディーの方法、④『小野篁歌字尽』の項目を題材としてあらたな作
品を創出する方法、の四つの流れの中において、それぞれの作品がどのような相関性をもつのか
をさぐる。とくに、②新たな漢字を創出する方向への継承において式亭三馬『小野〓[竹冠に愚]
譃字尽』は『小野篁歌字尽』の方法をふまえて新たな漢字を生成しており、これについては特に
版種の問題があり、これを含めてひとまとまりの展開を遂げており、その全体像を明らかにする。 
 
 
４．研究成果 
 本研究の成果として、研究成果報告書『『小野篁歌字尽』とその展開』（総頁数 172 頁、2024 刊、
私家版）を刊行したことである。報告書の構成は以下の通り。 
はじめに 
Ⅰ．『小野篁歌字尽』 
Ⅰ-1．『小野篁歌字尽』の諸本と分類 
Ⅰ-2．字体資料としての『小野篁歌字尽』 
Ⅰ-3．『小野篁歌字尽』の展開資料 
Ⅱ．『小野■譃字尽』 
Ⅱ-1．恋川春町『廓■費字尽 ( さとのばかむらむだじづくし )』 
Ⅱ-2．式亭三馬 『小野■譃字尽』諸本 
Ⅱ-3．『小野■譃字尽』からの展開 
Ⅲ．艶本仕立ての『譃字尽』 
参考文献 
【資料１】『小野篁歌字尽』目録 
【資料２】『小野篁歌字尽』字体一覧 
【資料３】掲出字一覧 
【資料４】『うそ字拾遺』字体表 

 特に資料編において、現在確認できている『小野篁歌字尽』の諸本一覧を提示し、字体一覧と
掲出字一覧を提示し、『小野篁歌字尽』研究の基礎的な情報を共有できたことは、今後の『小野
篁歌字尽』研究の進展をうながすものとなっている。 
 Ⅰでは『小野篁歌字尽』の基礎研究として、とくに諸本の分類法について論じ、石川謙『日本
教科書大系』、山田忠雄『『小野篁歌字尽』書誌』、小泉吉永「往来物倶楽部」の成果の上に立っ
て、判型・形式・項目数・頭書の有無と種類・異体注記の有無と種類によって整理し、石川分類、
山田分類との対応を示した一覧を提示した。 
 Ⅱでは式亭三馬『小野■譃字尽』の諸本を整理し、その展開資料を整理して、『小野篁歌字尽』
の展開の中で『小野■譃字尽』の流れが大きな位置を占めることを明らかにした。これによって、
「嘘字」という方法が、近世の漢字意識を考えるうえで、極めて有効な資料であることを明らか
にした。これは、本研究の大きなテーマである「文字生活史」を描くためには不可欠の資料群で
あることを意味する。その上に立って、展開資料における「嘘字」の方法の多様性を研究するこ
とで近世の漢字意識の理解がさらに深まることが期待される。 
 さらにⅢにおいて「艶本仕立ての『譃字尽』」の現在までの到達点を指摘した。これについて
は、まだまだ資料の発掘が課題であり、それが今後の大きな課題でもあるが、本論考において現
在までに紹介されている資料に新収資料を加えて資料整理を行ったことで、この方面における
研究基盤を作ったものと考えている。ただし、本稿ではその概要を提示したのみで詳細な研究に
ついては諸般の事情によって公表を差し控えたところがあるので、公表の準備は整っているも
のの今後の課題とせざるをえない。資料４に『うそ字拾遺』字体表を提示したので、今後の研究
の足掛かりになるものと期待される。 
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